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【戦　評】

第１Ｑ日大ボールでスタート。お互い激しいマンツーマンディフェンスの中で、開始３分♯５村上のバスケッ
トボールカウントが決まると徐々に流れが山南に傾き始める。しかし、日大も確率の良いミドルシュートを中
心に得点を重ね２１－１４の山南リードで１Ｑ終了。
第２Ｑ開始1分、今度は日大♯１３岸のバスケットボールボールカウントで流れに乗ったかと思われたが、
山南の粘り強いディフェンスやリバウンドで主導権を渡さない。逆にオールコートのトラップディフェンスを仕
掛けると、スティールからの速攻が決まったところで前半終了。３７－２９で依然として山南がリード。
第３Ｑはお互い集中したディフェンスを見せ、３分間ノーゴールが続く。終盤、ミドルシュートやリバウンドか
らのゴール下が決まるも、点差は変わらず、５１－４１で最終クォーターを迎える。
勝負の第４Ｑ、山南はより一層のプレッシャーディフェンスで日大に攻撃する余裕を与えない。それをよそ
に、山南は、♯５、♯１５前田がミドルシュートを決め、突き放しにかかる。残り6分、日大のターンオーバー
が続き、山南がいっきに８連続得点を決めたところで、たまらず日大がタイムアウトをとる。しかし、流れは
変わらない。日大も最後まで、必死にボールを追いかけ粘りを見せるが、追いつくことは出来ずタイムアッ
プ。
山形南がインターハイへの切符を手に入れた。
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